
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２次札幌市都市計画マスタープランと札幌市⽴地適正化計画の関係 

 
 

都市マス：都⼼ 

⽴地適正化計画：都市機能誘導区域 

都市マス：地域交流拠点 

⽴地適正化計画：都市機能誘導区域 

⽴地適正化計画： 
集合型居住誘導区域

都市マス：複合型⾼度利⽤市街地

都市マス：郊外住宅地 

⽴地適正化計画： 
持続可能な居住環境形成エリア

国内外から活⼒・投資を呼び込む 
⾼次な都市機能の集積 

地域の実情に応じた機能集積や 
既存資源を活⽤したまちづくり 

集合型居住機能等の集積や歩⾏者
環境整備等による⾼密度で質の⾼

い住宅市街地の形成 

利便性と魅⼒の重点的な向上 
集合型の居住機能の集積による 

⼈⼝密度の維持・増加 

利便性を確保しつつ、 
持続的なコミュニティを形成 

⼩学校への機能の複合化による
地域コミュニティの機能強化な
ど、良質な住環境の維持・向上 

複合型⾼度利⽤市街地
（共同住宅が多く、便利に暮らせる市街地）
⼀般住宅地
（多様な住まい⽅ができる住宅地）
郊外住宅地
（⼾建て住宅が多く、良好な環境で暮らせる

住宅地）

地域交流拠点
（地下鉄やJRの駅などの周り）

都⼼

⾼次機能交流拠点
（札幌の産業や観光などの拠点）

都市計画マスタープランの市街地区分

■都市づくりの理念、基本⽬標は両計画で⼀致 
【理念】S・M・I・L・Es City Sapporo（スマイルズ・シティ・サッポロ） 
【基本⽬標】（都市づくり全体）世界都市、コンパクトな都市、札幌らしいライフスタイルが実現できる都市、低炭素都市、安全・安⼼な都市 

（⾝近な地域）多様な協働による地域の取組が連鎖する都市 
■第２次札幌市都市計画マスタープランに掲げる市街地区分ごとの取組（市街地の外を除く）のうち、札幌市⽴地適正化計画では、市街地区分に応じた⼈⼝密度の適正化や公共交通を基軸とした

各種都市機能の適切な配置などに関係するものを位置付け 

立地適性化計画の区域区分

集合型居住誘導区域

都市機能誘導区域
持続可能な居住環境
形成エリア
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利便性と魅⼒の重点的な向上 

ほぼ同位置 

ほぼ同区域 

郊外住宅地の一部 

ほぼ同位置 


